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令和２年度 12 月補正予算の概要 
 

Ⅰ 予算編成の考え方 

復興・再生に向け直面する課題への対応や新型コロナウイルス感染症の影響に伴

う対応など、緊急に対応すべき予算を計上するとともに、福島県人事委員会勧告に

準じ職員給与改定等人件費の補正を行うことを基本に編成を行った。 

 

Ⅱ 一般会計補正予算（第 8 号）の概要 

１ 予算規模 

歳入については、国県支出金、繰入金など、歳出については、予算編成の考え

方に基づき、それぞれ計上した。 
この結果、補正額 197,809 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

66,270,329 千円となった。 

 

２ 主な補正内容           【凡例】 ○新 ：新規事業 ○拡 ：拡充事業 

（１）南相馬市復興総合計画の取組 ※行政経営方針別等で掲載 

復興重点戦略１ 旧避難指示区域の再生 

福島県営農再開支援事業補助金（P18） 11,540千円 

公立学校適正化推進事業（教育総務課）（P20） 854千円 

重点戦略３ 健康づくりが盛んなまち 

東京２０２０関連市民参画推進事業（P20） 10,322千円 

市民プール更新事業（P22） 45,227千円 

重点戦略４ 一円融合のコミュニティづくり 

集会施設整備事業費補助金（鹿島区）（P16） 2,035千円 
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その他の緊急的対応 

財産管理一般経費 公有財産管理課（P16） 2,222千円 

○拡 防災情報発信強化事業（旧防災行政無線整備推進事業）（P20） 49,154千円 

○新 環境保全型農業直接支払交付金（P18） 1,688千円 

中山間地域等直接支払交付金事業（鹿島区）（P18） 253千円 

 

（２）新型コロナウイルス感染症に対する緊急対応策 

市民向け対策 

○新 出産育児応援特別給付金支給事業（P16） 35,900千円 
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（３）給与改定などの主な内容 

①一般職員及び任期付職員 年間支給月数 0.05 月分引下げ（4.45 月分→4.40 月分） 

 

 
 
 
 
 
※令和３年度以降は、均等になるように配分 

※給与条例を準用する会計年度任用職員についても同様 

②再任用職員       年間支給月数 0.05 月分引下げ（2.35 月分→2.30 月分） 

 ６月期 １２月期 合 計 

２年度 期末手当 

     勤勉手当 

0.70月（支給済） 

0.475月（支給済） 

0.65月（現行0.70月） 

0.475月（改定なし） 

1.35月（現行1.40月） 

0.95月（改定なし） 

３年度 期末手当 

以降  勤勉手当 

0.675月 

0.475月 

0.675月 

0.475月 

1.35月 

0.95月 

※令和３年度以降は、均等になるように配分 
③市長、副市長、教育長、議会議員、特定任期付職員 

             年間支給月数 0.05 月分引下げ（3.35 月分→3.30 月分） 

 ６月期 １２月期 合 計 

２年度 期末手当 1.675月（支給済） 1.625月（現行1.675） 3.30月（現行3.35月） 

３年度 期末手当 

以降 
1.65月 1.65月 3.30月 

※令和３年度以降は、均等になるよう配分 

【一般会計】 

区分 補正前 補正額 補正後の額 備考 

給与費・共済費 6,579,415 ▲8,597 6,570,818  

内訳 
給与改定 0 ▲12,358 ▲12,358 期末手当の引下げ 

その他 6,579,415 3,761 6,583,176 超過勤務手当等の増 

 ６月期 １２月期 合  計 

２年度 期末手当 

     勤勉手当 

1.275月（支給済） 

0.95月（支給済） 

1.225月（現行1.275月） 

0.95月 （改定なし） 

2.50月（現行2.55月） 

   1.90月（改定なし） 

３年度 期末手当 

以降  勤勉手当 

1.25月 

0.95月 

1.25月 

0.95月 

2.50月 

1.90月 

 

（単位︓千円） 
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金　額

6 農林水産業費 107,910

5 原子力災害農林水産対策費 107,910

ふくしま森林再生事業 107,910

10 教育費 45,227

7 東日本大震災教育対策費 45,227

市民プール更新事業 45,227

11 災害復旧費 1,683,100

1 農林水産施設災害復旧費 1,683,100

1,061,100

622,000

（単位：千円）

款 項 事　業　名

過年発生公共災害復旧事業（農地農業用施設）（元年豪雨災害）

過年発生公共災害復旧事業（林業施設）（元年豪雨災害） 

（４）継続費の補正 

 

 

 

（５）繰越明許費 

 

 

 

 

 

（６）債務負担行為の補正 

 

 

 

（７）地方債の補正 

 

 

 

 

 

 

期　　　間

簡易舗装事業（３路線） 令和３年度 18,000

会議録に係る調製（反訳・印刷製
本）業務委託料

令和３年度 　受託事業者との契約額

（追加） （単位：千円）

事　　項 限　　度　　額

(変更）

総　額 年　度 年割額 総　額 年　度 年割額

令和元年度 289,449 令和元年度 289,449

令和2年度 173,669 令和2年度 173,669

令和3年度 115,779 令和3年度 57,875

令和4年度 28,938

令和5年度 28,820

6

（単位：千円）

款 項 事　　業　　名
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

578,897 578,751
農林水
産業費

5
原子力災害農林水
産対策費

農山村地域復興基盤総合整備
事業（西殿堰）

（変更） （単位：千円）

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

4 街路整備事業 400 － － － 2,900 － － －

13 防災行政無線システム改修事業 24,300 － － － 79,800 － － －

起債の目的
補正前 補正後

（追加） （単位：千円）

限度額 起債の方法 償還の方法

31 市民プール更新事業 44,600

起債の目的 利率

証書借入
又は

証券発行

 年３．０％以内
（ただし、利率見直し方式
で借り入れる資金につい
て、利率の見直しを行った
後においては、当該見直し
後の利率）

　融資条件の定めのある資金につ
いては、その融資条件により、そ
の他の資金については相手方との
協定によるものとする。
　ただし、繰上償還をし、償還年
限を短縮し、又は低利債に借り換
えることができるものとする。
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補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

4,511,699 142,749 0 142,749 1,263,114 2,734 1,265,848 3,388,600

(ア) 　市町村復興支援交付金（一般分） 201,599 4,193 0 4,193 20,527 627 21,154 184,638

(イ) 　市町村復興支援交付金（津波被災分） 613,454 2,203 0 2,203 80,087 0 80,087 535,570

(ウ) 　復旧・復興義援金 60,682 1,795 0 1,795 18,208 0 18,208 44,269

(エ) 　核燃料税交付金 27,243 0 0 0 1,158 0 1,158 26,085

(オ) 　一般財源 3,608,721 134,558 0 134,558 1,143,134 2,107 1,145,241 2,598,038

基金名 Ｒ1末残高
積立額 取崩額 Ｒ2末残高

見込み

東日本大震災復旧・復興基金

【参考】主な基金の状況 

○財政調整基金                              （単位︓千円） 
 
 

 

 
○東日本大震災復旧・復興基金                       （単位︓千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 
○みらいへつなぐ復興基金                         （単位︓千円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ 特別会計補正予算の概要  

① 国民健康保険特別会計（補正第4号） 

人事異動や職員給与改定等に伴う人件費及びマイナンバーカードの健康保険

証利用（オンライン資格確認）等システム改修の補正を行うもので、補正額 4,437
千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が 9,483,966 千円となった。 

② 介護保険特別会計（補正第3号） 

人事異動や職員給与改定等に伴う人件費及び介護報酬改定等に伴いシステム

改修等の補正を行うもので、補正額 18,398 千円を追加し、補正後の歳入歳出

総額が 7,599,640 千円となった。 

③ 後期高齢者医療特別会計（補正第3号） 

人事異動や職員給与改定等に伴う人件費及び平成 30 年度税制改正（住民税の

基礎控除額見直し対応）に伴うシステム改修の補正を行うもので、補正額 6,535
千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 413,113 千円となった。 

 
 

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

3,794,835 657,624 0 657,624 2,160,386 120,779 2,281,165 2,171,294財政調整基金

Ｒ2末残高
見込み

基金名 Ｒ1末残高
積立額 取崩額

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

4,015,044 287,760 0 287,760 472,810 160 472,970 3,829,834

Ｒ2末残高
見込み

みらいへつなぐ復興基金

基金名 Ｒ1末残高
積立額 取崩額
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Ⅳ 企業会計補正予算の概要 

① 水道事業会計（補正第2号） 

収益的支出は、人事異動や職員給与改定等に伴う人件費の補正を行うもので、

補正額 1,912 千円を減額し、補正後の支出総額が 979,161 千円となった。 

② 病院事業会計（補正第2号） 

収益的支出は、看護職員の特殊勤務手当の追加等に伴う人件費及びマイナン

バーカードの健康保険証利用に必要なオンライン資格確認に係るシステム改修

等の補正を行うもので、補正額 48,076 千円を追加し、補正後の支出総額が

5,494,052 千円となった。 
資本的支出は、小高診療所建設に要する費用の補正を行うもので、補正額

146,130 千円を追加し、補正後の支出総額が 943,282 千円となった。 

③ 工業用水道事業会計（補正第1号） 

収益的支出は、職員給与改定等に伴う人件費の補正を行うもので、補正額 33
千円を減額し、補正後の支出総額が 373,528 千円となった。 

④ 下水道事業会計（補正第1号） 

収益的支出は、人事異動や職員給与改定等に伴う人件費の補正を行うもので、

補正額 7,132 千円を減額し、補正後の支出総額が 1,745,401 千円となった。 
資本的支出は、人事異動や職員給与改定等に伴う人件費などの補正を行うも

ので、補正額 5,061 千円を減額し、補正後の支出総額が 1,588,564 千円とな

った。 


